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阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、

秋
田
県
内
陸
南
部
地
震
、
中
越
沖
地
震
、
長
野
県
北

部
地
震
、
三
宅
島
、
草
津
白
根
山
、
御
嶽
山
、
霧
島

山
（
新
燃
岳
）、
阿
蘇
山
、
桜
島
、
箱
根
山
の
噴
火
、

大
阪
北
部
地
震
、
九
州
北
部
豪
雨
、
広
島
豪
雨
、
関

東
東
北
豪
雨
、
豪
雪
、
竜
巻
な
ど
の
自
然
災
害
。
す

ぐ
筆
者
の
頭
に
浮
か
ぶ
、
平
成
時
代
30
年
間
の
災
害

で
す
。
資
料
を
つ
ぶ
さ
に
確
認
す
れ
ば
、
こ
こ
に
記

せ
て
い
な
い
幾
つ
も
の
災
害
が
あ
り
ま
す
。
も
う
こ

れ
以
上
、
平
成
と
い
う
時
代
に
災
害
の
記
録
が
増
え

て
ほ
し
く
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
西
日

本
で
大
き
な
豪
雨
災
害
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
謹

ん
で
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

正
確
な
評
価
は
後
世
の
歴
史
学
者
に
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
恐
ら
く
「
平
成
」
と
い
う

時
代
は
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
続
け
た
時
代
だ
っ

た
と
い
う
評
価
が
下
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
い

ま
さ
ら
な
が
ら
で
す
が
、「
平
成
」
は
、「
国
の
内
外
、

天
地
と
も
平
和
が
達
成
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
願
っ

た
名
前
の
は
ず
で
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
際
、
こ

れ
ら
の
災
害
は
平
安
時
代
の
貞
観
年
間
（
８
６
０
年

代
）
や
仁
和
３
年
に
起
き
た
一
連
の
災
害
と
よ
く
比

較
さ
れ
ま
し
た
。
貞
観
６
年
（
８
６
４
年
）
５
月
の

富
士
山
の
噴
火
、
貞
観
11
年
（
８
６
９
年
）
の
陸
奥

国
地
震
・
津
波
、
貞
観
16
年
（
８
７
４
年
）
年
の
鹿

児
島
県
開
聞
岳
噴
火
な
ど
で
す
。

　
仁
和
３
年
（
８
８
７
年
）
夏
に
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
8.0
～
8.5
ク
ラ
ス
の
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震

が
あ
り
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
こ
と
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
関
東
地
方
で
は
、弘
仁
９
年
（
８
１
８
年
）

夏
、Ｍ
7.5
以
上
、北
陸
で
は
天
長
７
年
（
８
３
０
年
）
冬
、

「
歴
代
以
来
、
未
だ
聞
く
こ
と
あ
ら
ず
」
と
記
さ
れ
た

記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
の
報
道
で
も
「
未

曾
有
の
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
過

去
に
例
の
無
い
・
・
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

歴
史
が
続
く
限
り
こ
の
表
現
も
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

水
害
の
記
録
は
地
震
や
噴
火
に
比
べ
て
少
な
い
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も
畿
内
で
は
古
代
・
中
世
の
水
害

の
記
録
が
幾
つ
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
同
元
年
（
８

０
５
年
）
８
月
、「
こ
の
月
霖あ

が
あ
め雨
止
ま
ず
。
洪
流
氾
濫

し
て
、
天
下
諸
国
多
く
そ
の
害
を
被
る
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
長
雨
だ
け
で
な
く
大
き
な
洪
水
も
発
生
し

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
天
慶
元
年
（
９
３
８
年
）
６

月
「
鴨
河
の
水
、
京
中
に
入
り
多
く
人
・
屋
舎
・
雑

物
を
損
す
。
西
堀
河
以
西
、
海
の
如
し
。
往
還
す
る

こ
と
あ
た
わ
ず
」。
延
久
５
年
（
１
０
７
３
年
）
５
月

今
月
洪
水
。
廿

に
じ
ゅ
う年
来
未
曾
有
な
り
」
と
記
さ
れ
、
た

び
た
び
平
安
京
が
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
白
河
法
皇
が
「
賀
茂
川
の
水
と
双
六
の
賽さ

い

、

山
法
師
」
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
例

え
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

　

こ
の
後
、
建
暦
２
年
（
１
２
１
２
年
）
に
鴨
長
明

が
自
ら
の
体
験
を
通
じ
て
『
方
丈
記
』
を
記
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
「
五
大
災
厄
」
と
し
て
安
元
３
年
（
１
１

７
７
年
）
の
大
火
、
治
承
４
年
（
１
１
８
０
年
）
の

大
風
、
福
原
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
の
遷
都
、
養
和
の

飢
饉
（
１
１
８
１
～
８
２
年
）、
元
暦
＝
文
治
の
大
地

震
（
１
１
８
５
年
）
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
長
明
は
人

間
の
存
在
に
対
し
て
「
無
常
」
を
テ
ー
マ
に
方
丈
記

を
記
述
し
ま
し
た
。
彼
は
文
中
に
「
さ
し
も
危
う
き

京
中
の
家
」
と
記
し
て
い
ま
す
が
、
彼
の
目
に
は
京

都
と
い
う
当
時
、
最
先
端
の
都
市
が
あ
ま
り
に
も
災

害
に
対
し
て
脆
弱
で
儚
い
も
の
に
写
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
平
安
時
代
に
は
災
害
が
著
し
い
場
合
や
長
引
く

場
合
、
年
号
を
改
め
て
そ
の
影
響
か
ら
逃
れ
よ
う
と

し
ま
し
た
。
災
害
改
元
と
い
わ
れ
る
行
為
で
す
。
平

成
も
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
新
し
い
元
号
の
下
で
は
、

災
害
が
無
い
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
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